
県本部・活動拠点本部会議（8 月 24 日・朝）議事要旨 

 

■決まったこと、全体への連絡事項 

 武田先生の後任として下田先生が本日より八代拠点に入られる。 

 

■各拠点からの報告 ※特記事項 

● 八代地域 

 福祉避難所運営、鏡町での個別アセスメント・対応を継続。 

 避難行動要支援者名簿の訪問事業（追加分約 300件）を開始、今週中での対応を見込む。 

 今週予定されている避難所集約に向けた協議への対応準備を進める。 

 「すずらんの里」の環境確認 

● 宇城地域 

 宇城拠点（松橋東）移行調査の完了: 松橋東地区における移行調査が本日朝までに完了し、デー

タの最終確認作業を実施中。 

 豊野地区避難者の移動・集約の動きに合わせ、本日現場フォローを実施。 

 日本社会福祉士会（小川包括支援センター拠点）に大分県・山口県チームが着任。すり合わせを

行い、今後の体制（DCAT/DWAT連携等）を確認予定。 

 小川防災拠点センター・小川中学校にて対応中。本日で抜ける熊本県チーム（つばき学園）の案

件引き継ぎケース会議を実施。 

● 氷川地域 

 10:00 より、氷川中学校内の「教室」避難者から「体育館」への移動を開始。 

 11:00 より、公民館から氷川中学校への避難者移動を実施。高齢者の引き継ぎ対応のため、スタ

ッフが移動に同行する。 

 竜北東小学校にてアセスメントおよび引っ越し準備を継続。 

 桜が丘層別荘にて避難者 6 名の受入決定。本日 9:30 からの会議に日下部氏が出席中。 

 

■共有事項・確認事項 

●支援記録フォーマットの見直し検討 

 黒木先生を中心に各県派遣チーム（熊本・新潟等）の意見を集約・調整中。本日夕方の協議で

見直しに向けた検討を行う。 

●避難所集約化に伴う居住環境の改善 

 県外部会等で、避難所集約を機に段ボールベッドのマットレス等をより質の高いものへ入れ替

えるよう対応中。現場での改善要望があれば積極的に提出を呼びかけている。 

 



■今後検討が必要な事項 

●来月以降の人員減少に伴う拠点間再配置の検討 

 来月より各県からの派遣人員が大幅に減少する見通し。 

 特に人員不足が懸念される宇城・氷川へ八代拠点などから人員を振り分ける必要があり、明日

～明後日にかけて主要関係者による協議を実施する。 

●桜が丘層別荘への引越し日程の調整 

 26 日に移送等の予定が重なり混雑・混乱が予想されるため、日下部氏より受入日程の別日への

変更を提案中。本日 13 時からの会議終了後に具体的日程を検討。 

 ●施設入所希望者等への再アセスメント 

 移行調査にて「施設入所」を希望している避難者について、具体的な金額面や入所場所のイメ

ージが持てていないケースが散見されるため、ミスマッチを防ぐための丁寧な再アセスメン

ト・ヒアリングを行う。 

 

■DWAT活動チーム状況 

本日（20 チーム） 

①八代地域（９チーム） 

熊本 DWAT、宮崎 DWAT、鹿児島 DWAT、長崎 DWAT、福岡 DWAT、岡山 DWAT、島根 DWAT、愛媛 DWAT、 

徳島 DWAT 

②氷川地域（５チーム） 

熊本 DWAT、佐賀 DWAT、鳥取 DWAT、高知 DWAT、長野 DWAT 

③宇城地域（６チーム） 

熊本 DWAT、大分 DWAT、沖縄 DWAT、広島 DWAT、山口 DWAT、香川 DWAT 

 

明日（19 チーム） 

①八代地域（９チーム） 

熊本 DWAT、宮崎 DWAT、鹿児島 DWAT、長崎 DWAT、福岡 DWAT、岡山 DWAT、島根 DWAT、愛媛 DWAT、 

徳島 DWAT 

②氷川地域（５チーム） 

熊本 DWAT、佐賀 DWAT、鳥取 DWAT、高知 DWAT、長野 DWAT 

③宇城地域（５チーム） 

熊本 DWAT、大分 DWAT、広島 DWAT、山口 DWAT、香川 DWAT 


